
目　　　次写真の説明
①雨乞いの神様で②が元の神社であったが現在の場所に移転
された。（例大祭：１１月１０日）
③住民から総氏神のように崇められる天照大御神をお祀りし
ている神社、お伊勢さんの名称で呼ばれている（例大祭：旧暦
９月１６日）
④地域の農作物や五穀豊穣の神様（例大祭：１１月１４日）

○平成29年第5回山江村議会定例会報告
　・平成28年度決算の内容
　・平成29年度一般会計・特別会計補正予算
　・一般質問
　・議員活動の１コマ
　・編集後記だんだんなぁ
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P6~11
P12
P12

③伊勢皇大神宮（鳥屋） ④霧島神社（尾寄崎）

①熊山神社（葛） ②熊山神社奥の院（葛）
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【単位：円，構成比％】歳入決算前年度比較図

　平成２９年第５回９月議会定例会は、９月６日から１５日までの１０日間の会期で開かれまし
た。今回の定例会では、平成２８年度一般会計・特別会計の決算認定をはじめ、平成２９年度一
般会計・特別会計補正予算（９月補正）、熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更
及び規約の一部改正についてなど１６議案、人事案件として、山江村固定資産評価審査委員会委
員の選任の同意など２議案が提案され、全て原案どおり可決しました。
　また、議会委員会より提案された全国森林環境税の創設に関する意見書ついても可決決定し閉会しま
した。
　今議会では１４日、１５日の２日間、８名の議員が一般質問を行い当面する行政課題等をただ
しました。

平成28年度一般会計・特別会計

平成28年度

平成27年度 主に増えたもの
○国庫支出金：95,651,376円の増（対前年度比130.9％）
　※国庫（負担金、補助金、委託金）より、事務
　の全部及び一部が交付される。
　（公営住宅建設補助金、地方道路整備交付金、
　社会福祉補助金等）
○寄附金：10,036,400円の増（対前年度比927.0％）
　※地方公共団体以外の者から受ける金銭の
　無償譲渡。
　（一般寄附金：ふるさと納税）
○諸収入：8,964,189円の増（対前年度比146.2％）
　※延滞金、村預金利子、貸付金元利収入、雑入
　など
　（災害見舞金等）
○村債：346,970,000円の増（対前年度比304.5％）
　※地方税、地方交付税及び国県支出金などの
　財源以外に長期の借入資金を財源とするもの。
　（道路橋梁費債、公営住宅費債、消防費債（デ
　ジタル防災無線）など）

主に減ったもの

○地方交付税：62,645,000円の減（対前年度比96.3％）
　※村の財政需要に即して必要な財源を確保
　するために、国民の負担する租税を国と村の
　それぞれの財政需要によって配分され、村の
　財源保障を確保するもの。
○地方消費税交付金：6,818,000円の減（対前年度比88.5％）
　※県が村の財政基盤の充実のため地方消費
　税に係る収入の一定割合を村に交付するもの。
○財産収入：65,009,905円の減（対前年度比15.0％）
　※村の有する財産を貸付けたり、又は売払
　うことによる収入。
○繰入金20,285,056円の減（対前年度比89.1％）
　※一般、特別会計及び基金間を相互に資金
　運用しているもの。

3,297,617,8733,297,617,873

3,602,420,8293,602,420,829
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【単位：円／％】■会計別歳入歳出決算額
決　算　額

会　計　名 予算現額

3,788,519,000

604,307,000

176,874,000

141,833,000

440,255,000

32,025,000

46,726,000

5,230,539,000

歳入総額

3,602,420,829

604,380,080

177,107,299

142,196,368

440,698,333

32,082,582

46,865,021

5,045,750,512

歳出総額

3,301,272,540

562,688,967

168,747,386

134,823,558

390,648,371

30,780,615

39,995,579

4,628,957,016

一 般 会 計

国民健康保険

簡 易 水 道

農業集落排水

介 護 保 険

後期高齢者医療

ケーブルテレビ

合 計

執　行　率歳入歳出
差 引 額

301,148,289

41,691,113

8,359,913

7,372,810

50,049,962

1,301,967

6,869,442

416,793,496

歳　　入

95.1%

100.0%

100.1%

100.3%

100.1%

100.2%

100.3%

96.5%

歳　　出

87.1%

93.1%

95.4%

95.1%

88.7%

96.1%

85.6%

88.5%

【単位：円，構成比％】
歳出決算前年度比較図

決算を認定！

平成27年度

平成28年度

主に増えたもの
○衛生費：6,435,492円の増（対前年度比101.7％）

　※保健衛生総務費（国保会計繰出金）など

○土木費：66,949,710円の増（対前年度比130.3％）

　※公営住宅建設費（蕨野団地５棟）、下之段橋

　建設事業費など

○消防費：282,792,111円の増（対前年度362.1％）

　※防災行政無線デジタル化事業費など

○教育費：11,030,029円の増（対前年度比105.7％）

　※教育ＩＣＴ環境整備費など

主に減ったもの
○議会費：4,739,346円の減（対前年度比92.6％）

　※共済費（議会議員共済会給付費負担金）など

○総務費：79,069,011円の減（対前年度比89.3％）

　※財産管理費、企画振興費、企画情報費など

○農林水産業費：13,970,481円の減（対前年度比95.0％）

　※農業振興費、川辺川利水事業推進費、公

　有林造成費など

○公債費：19,475,987円の減（対前年度比94.5％）

　※村債（起債）元金、利子の償還金利子及

　び割引料

3,034,069,8043,034,069,804
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■歳　入 【単位：千円】

平成29年度　特別会計補正予算（第1号・第2号）

説　　　明区　　分 補正前額 補正額 計

14,802

47,437

367,375

192,575

163,642

104,500

32,720

3,219,389

48

1

839

1,571

4,627

177,030

20,176

204,292

保育料過年度分の増

督促手数料の増

社会保障・税番号制度システム整備費他の増

住宅改造助成、企業体験推進事業委託金他の増

特別会計繰入金の増

繰越金

日本環境協会補助金他の増

14,850

47,438

368,214

194,146

168,269

281,530

52,896

3,423,681

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

歳 入 合 計

■歳　出

604,259

188,000

138,000

445,000

34,000

68,000

67,967

635

3,818

51,090

959

4,779

672,226

188,635

141,818

496,090

34,959

72,779

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

67,967

635

3,818

51,090

959

4,779

国 民 健康保険事業

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

ケーブルテレビ事業

補正予算額の財源内訳

特  定  財  源合　計会  計   名 補正額補正
前額

国県支出金 地方債 その他
一般
財源

【単位：千円】

（国民健康保険、介護保険）事業は補正第２号
（簡易水道、農業集落排水、後期高齢者医療、ケーブルテレビ）事業は補正第１号

♦
総
務
費
（
１
０
８
，
４
３
７
千
円
）

　
　

財
政
調
整
基
金
積
立
金　
　
　
　

６
０
，
０
０
０
千
円

　
　

ま
る
お
か
号
運
行
補
助
金  　

  　
　

１
，
４
０
０
千
円

　
　

移
住
定
住
推
進
費
（
工
事
請
負
費
）
３
５
，
０
０
０
千
円

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
費  　

  

９
，
３
２
０
千
円

♦
民
生
費
（
６
，
８
１
８
千
円
）

　
　

慰
霊
碑
支
障
木
材
伐
採
作
業
委
託
料　
　
　

６
０
０
千
円

　
　

障
が
い
者
福
祉
費
国
県
支
出
金
返
還
金　

１
，
１
７
８
千
円

　
　

住
宅
改
造
助
成　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
４
０
０
千
円

♦
衛
生
費
（
３
５
，
１
８
５
千
円
）

　
　

繰
出
金
（
国
保
会
計
へ
）　　

  　

３
５
，
０
０
０
千
円

♦
農
林
水
産
業
費
（
６
，
０
２
９
千
円
）

　
　

鳥
獣
被
害
対
策
施
設
整
備
補
助
金　

３
，
０
０
０
千
円

　
　

高
性
能
林
業
機
械
導
入
負
担
金    　

２
，
６
０
０
千
円

♦
商
工
費
（
９
０
０
千
円
）

　
　

企
業
誘
致
対
策
費
（
修
繕
費
）　　
　

  　

８
０
０
千
円

♦
土
木
費
（
２
１
６
千
円
）

　
　

職
員
住
居
手
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
６
千
円

♦
消
防
費
（
２
６
千
円
）

　
　

無
線
技
士
講
習
会
負
担
金　
　
　
　
　
　
　

２
６
千
円

♦
教
育
費
（
△
２
，
２
４
１
千
円
）

　
　

一
般
職
給　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
２
，
７
８
４
千
円

　
　

学
校
管
理
費
（
報
償
費
）　　
　
　
　

  　

２
７
５
千
円

♦
予
備
費
（
４
８
，
９
２
２
千
円
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

歳
出
合
計（
２
０
４
，２
９
２
千
円
）

平成２9年度一般会計補正予算平成２9年度一般会計補正予算
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　山江村固定資産評価審査委員会
　委員の選任
　■住所：山江村大字山田一丸
　■氏名：西川　正晴　さん

　■住所：山江村大字万江屋形
　■氏名：内川　初子　さん
　　任期：平成29年10月1日
　　　　　　　　　～平成32年9月30日

　平成28年度一般会計・特別会計決算の認定
　・一般会計決算
　・国民健康保険事業決算
　・簡易水道事業決算
　・農業集落排水事業決算
　・介護保険事業決算
　・後期高齢者医療事業決算
　・ケーブルテレビ事業決算

　国会等へ提出する意見書
（議員発議）
　・「全国森林環境税」の創設に関する意見書

　熊本県市町村総合事務組合の共同処理
　する事務の変更及び規約の一部変更に
　ついて
　「公立玉名中央病院企業団」の名称が「地方独立
　行政法人くまもと県北病院機構設立」へ変更され
　た為、規約を一部変更するもの（同文議決）

　平成29年度一般会計・特別会計補正予算
　・一般会計補正予算　　　　２０４，２９２千円追加
　・国民健康保険事業補正予算　６７，９６７千円追加
　・簡易水道事業補正予算　　　　　　６３５千円追加
　・農業集落排水事業補正予算　　３，８１８千円追加
　・介護保険事業補正予算　　　５１，０９０千円追加
　・後期高齢者医療事業補正予算　　　９５９千円追加
　・ケーブルテレビ事業補正予算　４，７７９千円追加

こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

人事案件・決算認定など

　市町村が主体となって実施する森林整
備等に必要な財源に充てるため、個人住
民税均等割の枠組みの活用を含め都市・
地方を通じて国民に等しく負担を求める
ことを基本とする「森林環境税（仮称）
の創設」に関し森林・林業・山村対策の
抜本的強化をはかるため「全国森林環境
税」の早期導入を強く国に対し要望する
もの

内容……

　平成２８年度決算は、一般会計に特別会計を合
わせた総決算額においては、歳入5,045,750千
円、歳出4,628,957千円で、形式収支は416,793
千円の黒字、実質収支は395,785千円の黒字であ
り、実質単年度収支は23,476千円の黒字となって
いる。しかしながら、今後も高齢化が進み、医療
技術の高度化や高齢者医療受給者の増加等によ
り、医療費等に係る歳出が益々増加するものと思
われる。
 一般会計の財政状況は、実質収支比率15.1％で前
年度より1.7％上昇、経常収支比率は88.6％で0.6
％上昇している。財政力指数は0.135で0.005と上
昇し、実質公債費比率は9.4％で0.2％下降してい
る。
　今後とも厳しい財政状況の中で、自主財源を確
保するとともに経常的経費を節約し、積極的に諸
事業の推進を図り、一層の計画性と効率性を求
め、健全で持続可能な行財政基盤の構築に取り組
み、村民の福祉の増進と安心して暮らせる山江村
づくりにより一層努めることを望む。

（代表監査委員　木下久人）

監査委員の審査意見書監査委員の審査意見書



　
　
　

情
報
公
開
に
よ
る
住
民
自
治
の
推

進
、
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
村
づ
く
り
政
策

の
展
開
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
村
長
は

ど
の
よ
う
に
し
て
安
心
・
安
全
な
山
江
村

を
作
る
の
か
。

　
　
　

「
神
園
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る

砂
防
堰
堤
に
つ
い
て
」
。
熊
本
県
は
神
園

地
区
の
薬
師
谷
に
、
神
園
１
と
し
て
砂
防

堰
堤
建
設
の
計
画
を
進
め
て
い
る
が
、
現

在
の
状
況
は
下
流
域
土
砂
災
害
に
対
す
る

砂
防
事
業
の
事
前
調
査
中
。
水
源
利
用
の

受
益
者
、
土
地
所
有
者
、
地
域
の
方
々
の

理
解
が
な
け
れ
ば
砂
防
ダ
ム
建
設
は
進
ま

な
い
が
、
こ
の
地
域
は
県
の
平
成
23
年
度

調
査
よ
っ
て
土
石
流
渓
流
地
域
と
し
て
指

定
さ
れ
、
下
流
域
は
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に

指
定
。
万
江
小
学
校
、
万
江
保
育
園
、
自

然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共
施
設

も
あ
る
こ
と
か
ら
砂
防
ダ
ム
建
設
の
調
査

が
始
ま
っ
た
。
公
共
工
事
は
地
元
の
了
解

が
な
け
れ
ば
前
に
進
む
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
山
江
村
と
し
て
も
地
元
の
意
見
を

十
分
に
熊
本
県
に
伝
え
、
何
百
年
以
上
も

利
用
さ
れ
て
き
た
水
源
地
や
１
４
３
７
年

建
立
の
記
録
が
あ
る
神
園
薬
師
堂
を
守
る

よ
う
に
す
る
。

　
　
　

「
下
之
段
橋
建
設
事
業
に
つ
い

て
」
。
平
成
28
年
度
事
業
で
左
岸
側
の
橋

台
と
橋
脚
１
基
を
建
設
し
た
。
工
事
完
了

が
遅
れ
て
梅
雨
期
に
か
か
り
心
配
し
た

が
、
今
年
は
集
中
豪
雨
が
な
か
っ
た
の
で

被
害
は
出
な
か
っ
た
。
受
注
業
者
は
地
域

貢
献
と
し
て
周
辺
の
除
草
作
業
等
を
さ
れ

た
。
平
成
29
年
度
は
右
岸
側
の
橋
台
１
基

と
上
流
側
堤
防
16
ｍ
の
工
事
を
予
定
し
て

お
り
、
早
期
発
注
、
早
期
完
成
に
努
め

る
。
今
後
は
、
平
成
30
年
に
橋
脚
１
基
、

平
成
31
年
に
橋
桁
工
事
、
平
成
32
年
に
既

設
橋
撤
去
の
予
定
。
下
之
段
橋
上
流
の
堤

防
建
設
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
熊
本
県

へ
要
望
中
。

　
　
　

「
村
道
城
内
神
園
線
に
つ
い

て
」
。
平
成
15
年
に
地
元
か
ら
請
願
書
が

提
出
さ
れ
た
こ
の
道
路
は
、
平
成
23
年
度

か
ら
３
ヶ
年
の
工
事
に
よ
り
城
内
地
区
内

は
完
成
し
て
い
る
。
全
体
的
な
基
本
設
計

は
出
来
て
い
る
が
、
神
園
地
区
内
の
用
地

の
一
部
が
地
権
者
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
に

今
後
事
業
目
途
は
た
っ
て
い
な
い
。
地
元

の
協
力
も
お
願
い
し
て
前
に
進
め
た
い
。
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一般質問!!ここが聞きたい!!一般質問!!ここが聞きたい!!
（一般質問）

○安心安全な山江村づくり政策について

〇観光交流の拠点化をどう企てる
〇誰でも喜べる長寿社会の実現に向けて

〇村道神園平山線の道路改良について
〇万江神園地区の排水対策について
○通学路の要改善箇所について

〇国民健康保険について
〇ドローンの試行について

○林業振興、森林保全施策の推進について
○万江小学校の将来の展望について

○河川堆積土砂の現実的な対策について
○鳥獣被害対策について

○やまえ栗について
○高齢者に対する熱中症対策について

〇山江村建築物耐震改修促進計画について
〇地域版防災マップについて

１

２

３

４

５

６

７

8

質　　問　　事　　項 ページ質問順 議　員　氏　名

松　本　佳　久

中 竹 　 耕 一 郎

立 道 　 徹

西 　 孝 恒

横　谷　　　巡

谷 口 　 予 志 之

森　田　俊　介

赤　坂　　　修

6ページ

7ページ

７～８ページ

８ページ

９ページ

９～１０ページ

１０ページ

１１ページ

一般質問

安
心
・
安
全
な
山
江
村
を

　
　
　

ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

※
議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
質
問
内
容
の
す
べ
て
を

　

掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
各
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
原
稿
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

松本　佳久議員



　
　
　

合
戦
の
峰
観
音
堂
周
辺
の
整
備
状

況
に
つ
い
て
。

　
　
　

地
元
説
明
会
を
終
了
し
、
今
後
、

建
築
工
事
入
札
を
行
い
、
平
成
30
年
２
月

末
を
竣
工
予
定
で
あ
る
。
春
の
彼
岸
に
は

利
用
可
能
と
な
る
見
込
み
。

　
　
　

平
成
27
年
日
本
遺
産
認
定
さ
れ
た

後
の
観
光
客
も
含
め
て
参
拝
者
の
動
き

は
。

　
　
　

認
定
後
、
年
間
５
０
０
０
人
と
な

り
増
加
し
た
。
同
様
に
高
寺
院
、
歴
史
民

俗
資
料
館
の
入
館
者
数
も
増
え
た
。

　
　
　

改
正
予
定
の
文
化
財
保
護
法
に
合

わ
せ
た
本
村
の
取
組
み
は
。

　
　
　

文
化
財
保
護
の
現
況
を
鑑
み
、
保

護
法
の
主
旨
を
理
解
し
文
化
財
等
の
洗
い

直
し
を
図
り
新
た
な
事
業
計
画
を
作
成
し

た
い
。

　
　
　

合
戦
の
峰
観
音
周
辺
整
備
事
業
は

日
本
遺
産
活
用
の
具
体
的
な
事
業
の
突
破

口
で
あ
り
、
人
吉
球
磨
に
取
っ
て
画
期
的

で
あ
る
。
素
直
に
評
価
し
た
い
。
普
通
財

産
で
あ
る
堂
周
辺
の
土
地
建
物
の
取
扱
は

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

無
償
貸
付
と
し
た
い
。
各
種
公
共

料
金
に
つ
い
て
は
負
担
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

展
望
所
、
物
産
販
売
所
の
運
営
は

合
戦
の
峰
地
区
に
全
て
お
任
せ
す
る
の

か
。

　
　
　

地
区
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、
円
滑

な
運
営
、
組
織
づ
く
り
の
支
援
を
し
て
い

く
。

　
　
　

１
０
０
人
委
員
会
と
の
連
携
は
。

さ
ら
に
外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応
は
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
は
如
何
。

　
　
　

観
光
部
会
に
期
待
を
し
、
資
金
面

で
も
支
援
す
る
。
外
国
人
案
内
に
は
多
言

語
案
内
板
等
検
討
す
る
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
旅
行
業
取
扱
管
理
者
の
資
格
が
あ

る
。
最
大
限
活
用
し
て
い
く
。

　
　
　

観
光
交
流
拠
点
と
し
て
定
着
さ
せ

る
た
め
の
支
援
策
は
。

　
　
　

遺
産
活
用
を
通
し
て
、
観
光
交
流

で
稼
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
を
つ
く
る
事
が
地

方
創
生
に
繋
が
る
。
文
化
財
保
護
の
計
画

も
稼
げ
る
力
を
付
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
た

い
。
村
内
の
資
源
の
価
値
を
見
出
し
、
今

後
交
流
促
進
協
議
会
な
る
も
の
を
立
ち
上

げ
た
い
。

　
　
　

喜
べ
る
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て
い
く

が
、
村
内
で
認
知
症
と
推
測
さ
れ
る
状
況
は

如
何
。
原
因
は
。
そ
し
て
そ
の
予
防
策
は
。
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一般質問

一般質問!!ここが聞きたい!!

　
　
　

国
保
税
が
高
く
な
っ
た
理
由
と
高

く
な
っ
た
説
明
は
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

国
保
税
が
上
昇
し
て
い
る
要
因
と

し
て
は
、
加
入
世
帯
の
所
得
の
上
昇
が
考

え
ら
れ
る
。
国
保
税
を
算
出
す
る
根
拠
と

し
て
、
加
入
世
帯
の
前
年
の
所
得
等
に
よ

り
、
課
税
標
準
額
を
算
出
し
、
税
率
を
掛

け
て
国
保
税
を
割
り
出
し
て
い
る
。
ま

た
、
社
会
保
険
か
ら
国
保
加
入
し
た
世
帯

も
考
え
ら
れ
る
。
説
明
に
つ
い
て
は
、
所

得
が
税
額
に
反
映
す
る
な
ど
記
載
の
「
国

保
税
の
し
く
み
」
と
い
う
も
の
を
本
算
定

時
に
同
封
し
、
税
額
が
昨
年
度
よ
り
増
額

さ
れ
た
加
入
者
に
は
高
く
な
っ
た
理
由
を

文
書
に
し
て
紙
の
色
も
変
え
、
同
封
し
て

い
る
。
ま
た
、
電
話
や
窓
口
に
て
説
明
し

て
い
る
。

　
　
　

今
後
、
国
保
税
は
上
が
る
か
。
現

状
維
持
か
。
下
が
る
か
。

　
　
　

現
在
、
県
及
び
運
営
協
議
会
等
で

検
討
中
で
あ
り
、
年
内
、
年
明
け
に
は
税

率
案
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
、
予
想
と
し

て
は
現
在
の
当
村
の
税
率
と
同
等
程
度
の

率
に
な
る
。
税
率
を
下
げ
る
手
段
は
、
村

全
体
の
医
療
費
を
抑
え
る
こ
と
で
あ
る
。

健
康
第
一
で
自
己
管
理
、
健
康
診
断
の
受

診
、
早
期
治
療
を
行
い
重
症
化
防
止
を
行

う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

予
防
医
療
と
健
康
増
進
へ
の
取
り

組
み
状
況
は
。

　
　
　

予
防
医
療
に
は
３
段
階
あ
る
。
一

次
予
防
：
高
血
圧
予
防
に
塩
分
を
控
え

る
。
肥
満
予
防
に
運
動
を
す
る
。
体
の
状

態
を
確
認
す
る
た
め
の
特
定
検
診
の
受
診

で
あ
る
。
二
次
予
防
：
人
間
ド
ッ
グ
を
受

け
、
病
気
を
発
見
す
る
。
ま
た
は
、
糖
尿

病
患
者
が
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、

合
併
症
を
防
ぐ
。
三
次
予
防
：
再
発
防
止

対
策
や
社
会
復
帰
対
策
を
行
う
。
つ
ま

り
、
脳
卒
中
患
者
の
機
能
回
復
訓
練
、
腎

不
全
患
者
へ
の
人
工
透
析
、
後
遺
症
の
治

療
。
当
村
で
は
、
集
団
施
設
検
診
・
人
間

　
　
　

割
合
と
し
て
13
．
４
％
程
度
で
あ

る
。
脳
機
能
の
低
下
が
主
た
る
要
因
で
あ

る
。
予
防
策
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
各
種
事
業
を
行
う
。
既
に
、
認
知
症
初

期
集
中
支
援
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
専

門
医
に
繋
げ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　
　
　

早
期
発
見
の
視
点
か
ら
、
70
歳
を

目
途
に
簡
易
診
断
テ
ス
ト
を
制
度
化
す
る

計
画
は
。

　
　
　

認
知
症
は
厚
労
省
診
断
基
準
、
国

際
統
計
分
類
の
基
準
に
依
っ
て
医
師
で
診

断
さ
れ
て
い
る
。
保
健
師
で
は
判
断
が
難

し
い
。
今
後
費
用
な
ど
勘
案
し
導
入
の
検

討
を
図
る
。

観
光
交
流
の
拠
点
化
を

　
　
　
　
　

ど
う
企
て
る
の
か

喜
べ
る
長
寿
社
会
を
め
ざ
す

　
　
　
　
　
　
　

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
は

　
　
　

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
。

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

中竹　耕一郎 議員

立道　徹 議員
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ド
ッ
グ
・
歯
周
疾
患
検
診
・
が
ん
検
診
等

を
年
１
回
行
い
、
申
し
込
み
が
な
い
方
に

は
個
別
訪
問
に
よ
る
受
診
勧
奨
を
続
け
て

い
る
。
健
康
増
進
に
つ
い
て
は
、
健
康
と

は
肉
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
全
て
に

満
た
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
健
康
の
３

大
要
素
は
運
動
・
栄
養
・
休
養
と
言
わ
れ

て
い
る
。
当
村
で
は
、
40
歳
以
上
の
方
へ

健
康
手
帳
の
交
付
、
健
康
教
育
の
実
施
、

健
康
相
談
、
訪
問
指
導
等
を
実
施
し
て
い

る
。
健
康
手
帳
で
は
、
特
定
検
診
・
保
健

指
導
の
記
録
、
予
防
接
種
の
記
録
等
を
行

っ
て
い
る
。

健
康
教
育

　

病
態
別
：
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
慢
性

　
　
　
　
　

 

腎
臓
病
な
ど
の
病
気
を
中
心

　

一
般　

：
生
活
習
慣
病
・
認
知
症
・
転

　
　
　
　
　

 

倒
な
ど
の
予
防
の
教
育

健
康
相
談

　

生
き
生
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

各
地
区
の
公
民
館
事
業
時
：
指
導
、
相
談

訪
問
指
導

　

検
診
後
の
指
導

　

高
齢
者
の
方
：
元
気
が
出
る
学
校
・

　
　
　
　
　
　
　

た
っ
し
ゃ
か
ク
ラ
ブ

　
　
　

地
域
づ
く
り
研
究
所
の
I
C
T
で

医
療
費
の
推
移
・
疾
病
の
要
因
、
検
診
の

状
況
の
デ
ー
タ
ー
を
分
析
し
、
医
療
費
、

国
保
税
の
削
減
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

個
人
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で

困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
客
観
的
な
指
標

な
ど
を
用
い
て
、
原
因
・
課
題
の
整
理
や

地
域
性
・
社
会
性
の
視
点
か
ら
の
分
析
、

改
善
策
な
ど
の
調
査
、
研
究
は
可
能
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

神
園
平
山
線
の
起
点
か
ら
丸
岡
農

道
ま
で
の
区
間
の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

は
。

　
　
　
　
未
改
良
区
間
で
あ
る
が
協
議
が
進

ま
ず
、
一
部
相
続
登
記
等
の
問
題
も
あ

る
。
ま
た
終
点
側
三

路
部
分
は
県
が
農

道
整
備
事
業
で
行
な
っ
た
道
路
で
あ
り
、

改
良
に
は
、
一
定
の
期
間
が
必
要
で
改
良

計
画
は
進
ま
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　

区
間
の
中
間
地
点
は
離
合
箇
所
が

あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
三

路
ま
で
特
に
狭

く
地
形
的
に
危
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の

部
分
的
な
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
は
。

　
　
　

起
点
、
終
点
の
用
地
の
め
ど
が
た

た
な
く
、
計
画
全
区
間
に
お
い
て
改
良
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。
起
債
事
業
等
の
採

択
要
件
も
見
込
め
な
い
の
で
、
財
源
の
一

般
単
独
持
ち
出
し
と
い
う
こ
と
に
な
り
部

分
改
良
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

山
田
万
江
線
の
道
路
改
良
に
つ
い

て
村
長
の
見
解
は
。

　
　
　

山
田
地
区
と
万
江
地
区
を
結
ぶ
道
路

は
長
年
の
念
願
と
考
え
る
。
今
回
の
部
分
的
な

改
良
工
事
も
そ
の
補
助
事
業
や
起
債
を
事
業
と

し
て
取
り
組
み
で
き
た
時
点
で
、
全
線
を
開
通

さ
せ
た
い
。

　
　
　

神
園
地
区
の
道
路
側
溝
は
、
豪
雨

時
に
排
水
が
難
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
に

つ
い
て
執
行
部
の
考
え
は
。

　
　
　

県
道
の
側
溝
が
溢
れ
る
要
因
は
山

の
急
斜
面
か
ら
大
雨
時
は
大
量
に
側
溝
に

流
れ
込
む
の
が
原
因
の
一
つ
。
流
れ
な
い

原
因
は
大
雨
時
に
河
川
の
水
位
が
上
昇
し

た
時
に
発
生
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
万
江

川
の
想
定
外
の
増
水
時
は
情
報
確
認
し
、

早
め
の
避
難
が
身
を
守
る
手
段
と
思
う
。

　
　
　

神
園
地
区
の
県
道
側
溝
改
修
に
つ
い
て

は
。

　
　
　

万
江
小
前
の
側
溝
の
か
さ
上
げ
工

事
を
行
っ
て
い
る
。
本
村
と
し
て
も
県
道

整
備
と
併
せ
側
溝
の
補
修
工
事
の
要
望
し

て
行
き
た
い
。

　
　
　

主
に
万
江
小
学
校
前
の
県
道
歩
道

の
老
朽
化
や
危
険
箇
所
改
修
に
つ
い
て

は
。

　
　
　

県
へ
毎
年
の
よ
う
に
道
路
側
溝
歩

道
整
備
等
要
望
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
回
危
険
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
る

よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　

横
断
歩
道
や
ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
の
標

示
や
速
度
標
識
も
風
化
し
、
目
立
た
な
い

状
況
で
あ
る
が
改
善
に
つ
い
て
は
。

　
　
　

村
内
各
学
校
の
通
学
路
の
合
同
点

検
に
お
い
て
、
状
況
の
確
認
を
し
て
い

る
。
交
通
規
制
に
か
か
る
標
示
標
識
等
は

警
察
の
ほ
う
で
改
善
さ
れ
る
と
判
断
し
て

い
る
。

一般質問

村
道
神
園
平
山
線
の

　
　
　
　
　

道
路
改
良
は
い
か
に

豪
雨
時
の
神
園
地
区
の

                     

排
水
対
策
は

通
学
路
の
要
改
善
箇
所
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

こんなことが決まりました

西　孝恒 議員

改良が進まない村道神園平山線
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一般質問

す
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
　

森
林
が
有
す
る
土
砂
崩
壊
防
止
機

能
の
限
界
を
超
え
、
山
共
々
滑
り
落
ち
大

量
の
流
木
が
出
た
と
言
わ
れ
る
。
森
林
の

適
切
な
管
理
に
つ
い
て
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　

間
伐
等
の
森
林
整
備
に
は
、
財
源

と
し
て
期
待
さ
れ
る
森
林
環
境
税
の
創
設

が
不
可
欠
で
あ
る
。
更
な
る
強
い
要
望
活

動
を
お
願
い
し
た
い
が
見
解
は
。

　
　
　

十
一
月
に
町
村
会
で
要
望
活
動
を

行
う
が
、
最
後
の
詰
め
と
し
て
し
っ
か
り

要
望
活
動
を
行
い
た
い
。

　
　
　

万
江
小
学
校
の
今
後
の
児
童
数
の

推
移
と
学
力
を
育
み
、
地
域
と
共
に
歩
む

学
校
経
営
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　

五
年
間
の
児
童
数
の
推
移
は
大
体

四
十
名
前
後
で
推
移
し
て
い
く
。
地
域
住

民
の
方
々
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
、
少
人

数
と
い
う
個
の
状
況
を
把
握
し
適
切
な
指

導
を
行
い
、
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
っ
て

い
る
。

　
　
　

小
規
模
校
と
し
て
教
育
上
の
諸
課

題
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
か
。

　
　
　

人
間
関
係
や
集
団
に
お
け
る
立
場

が
固
定
化
さ
れ
や
す
い
傾
向
や
授
業
で
は

少
人
数
で
あ
る
た
め
に
多
様
な
意
見
が
出

に
く
い
と
い
う
こ
と
で
、
練
り
上
げ
て
最

適
化
を
見
つ
け
る
よ
う
な
学
習
形
態
が
取

り
に
く
い
現
状
も
あ
る
。
中
学
校
、
高
校

等
に
進
学
す
る
際
、
大
き
な
集
団
へ
の
適

応
と
す
る
面
で
少
々
心
配
す
る
面
も
あ

る
。

　
　
　

諸
課
題
の
最
小
化
を
図
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
活
動
の
考
え

は
。

　
　
　

複
式
学
級
で
の
効
果
的
活
用
、
少

人
数
学
級
と
普
通
学
級
と
の
合
同
学
習
の

実
施
な
ど
、
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

万
江
小
学
校
は
ど
の
よ
う
な
学
校

を
め
ざ
す
の
か
。

　
　
　

小
規
模
校
の
特
色
を
生
か
し
、
基

礎
・
基
本
学
力
の
向
上
に
努
め
、
地
域
の

自
然
、
文
化
、
歴
史
、
産
業
を
学
び
、
地

域
と
村
を
誇
り
に
思
う
よ
う
な
子
供
た
ち

が
通
う
学
校
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

最
後
に
、
万
江
小
学
校
の
将
来
の

展
望
に
つ
い
て
教
育
長
の
見
解
は
。

　
　
　

全
国
的
に
統
廃
合
が
進
ん
で
い
る

が
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
地
域
住
民
か
ら

広
く
愛
さ
れ
て
い
る
学
校
で
あ
り
、
現
段

階
で
は
万
江
小
学
校
の
統
廃
合
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　
　

堆
積
土
砂
の
対
策
に
つ
い
て
、
整

備
状
況
と
そ
の
後
の
計
画
は
。

　
　
　

昨
年
は
、
一
か
所
ず
つ
行
っ
た

が
、
今
年
度
は
、
県
と
し
て
は
各
市
町
村

１
カ
所
が
原
則
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　

堆
積
土
砂
の
土
捨
て
場
に
つ
い
て

国
は
、
球
磨
管
内
の
森
林
を
林
地
開
発
許

可
を
申
請
中
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
申

請
の
許
可
は
下
り
た
の
か
。

　
　
　

国
は
、
そ
こ
の
場
所
を
指
定
し
た

よ
う
で
あ
り
、
県
、
市
町
村
も
そ
の
箇
所

と
契
約
を
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
捨
て
ら
れ

る
。
村
内
の
土
捨
て
場
に
つ
い
て
は
、
あ

る
地
権
者
に
は
相
談
し
て
、
そ
の
地
域
で

ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
い
う
相

談
は
し
て
い
る
。

　
　
　

河
川
の
土
砂
堆
積
状
況
を
地
図
上

に
落
と
し
た
河
川
の
土
砂
堆
積
対
策
マ
ッ

プ
等
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

県
も
村
も
土
砂
堆
積
対
策
マ
ッ
プ

等
の
作
成
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
、
大
き
な

災
害
で
被
災
を
受
け
る
の
は
村
民
で
あ

る
。
山
江
村
防
災
マ
ッ
プ
に
記
載
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

河
川
に
堆
積
し
た
土
砂
に
よ
る
河

川
の
氾
濫
、
そ
れ
に
よ
る
浸
水
区
域
と
い

う
の
は
当
然
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
、
地
域

の
方
々
と
現
地
を
点
検
し
な
が
ら
、
地
域

の
特
性
に
合
う
よ
う
地
域
の
方
々
の
意
見

を
取
り
入
れ
た
も
の
に
は
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

森
林
資
源
の
現
状
を
捉
え
た
森
林

経
営
計
画
の
策
定
の
考
え
は
。

　
　
　

国
に
お
い
て
新
た
な
税
制
改
正
の

動
き
が
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
林
業
経

営
を
し
て
い
く
の
か
、
現
状
に
即
し
た
森

林
経
営
計
画
の
作
成
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

　
　
　

意
欲
あ
る
林
業
就
業
者
を
募
集

し
、
研
修
の
場
と
し
て
本
村
の
村
有
林
や

万
江
川
木
の
ふ
れ
あ
い
館
な
ど
の
公
共
施

設
を
使
い
、
林
業
者
や
森
林
組
合
等
が
指

導
者
と
な
り
、
中
・
長
期
的
な
研
修
を
行

う
考
え
は
。

　
　
　

募
集
し
た
人
が
ど
こ
の
事
業
主
体

と
し
て
帰
属
し
な
が
ら
そ
の
人
を
雇
用
し

て
い
く
の
か
、
そ
れ
に
対
し
て
役
場
が
ど

う
い
う
支
援
を
し
て
い
く
の
か
課
題
も
あ

る
の
で
、
提
案
と
し
て
し
っ
か
り
受
け
止

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
一
因
に
大

量
の
人
工
林
流
木
が
挙
げ
ら
れ
る
。
防
災

の
観
点
か
ら
の
森
林
の
適
切
な
管
理
を
促

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

統
廃
合
は
考
え
ず
、
少
人
数
で

　

最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
教
育
を

河
川
の
堆
積
土
砂
の

　
　
　
　
　

現
実
的
な
対
策
は

林
業
就
業
者
の
育
成
と
森
林
の

　
　

適
切
な
管
理
を
促
す
対
策
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

谷口　予志之 議員

横谷　巡 議員
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一般質問
　
　
　

鳥
獣
被
害
対
策
施
設
整
備
事
業
等

に
よ
る
被
害
の
状
況
に
変
化
、
ま
た
効
果

が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　

被
害
額
の
数
字
が
減
っ
た
の
と
、

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
の
頭
数
が
年
々
減
少
し

つ
つ
あ
り
効
果
は
あ
る
が
、
被
害
防
止
対

策
は
今
後
も
必
要
で
あ
る
。

　
　
　

捕
獲
従
事
者
の
新
規
取
得
者
の
状

況
と
今
後
の
捕
獲
従
事
者
の
確
保
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　
　
　

わ
な
の
新
規
取
得
者
が
５
名
、
銃

器
が
、
１
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
４

年
間
は
誰
も
い
な
い
。
捕
獲
従
事
者
も
高

齢
化
し
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
捕
獲
従
事

者
の
確
保
の
対
策
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

猟
友
会
が
減
少
し
て
有
害
鳥
獣
の
駆
除
が

十
分
に
で
き
な
い
場
合
に
は
、
猟
友
会
と

の
調
整
も
必
要
だ
が
村
が
駆
除
の
専
門
員

を
雇
用
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

ア
ナ
グ
マ
の
生
息
の
実
態
と
被
害

の
状
況
、
被
害
額
等
は
ど
う
か
。

　
　
　

実
質
の
被
害
額
は
約
10
万
円
位
と

推
計
し
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
被
害
額
を

増
大
さ
せ
な
い
よ
う
な
施
策
が
必
要
。

　
　
　

農
作
物
の
被
害
額
や
生
活
被
害
も

考
え
ら
れ
る
。
ア
ナ
グ
マ
に
対
す
る
捕
獲

額
と
今
後
の
対
策
と
捕
獲
に
対
す
る
補
助

額
の
増
額
の
考
え
は
。

　
　
　

捕
獲
の
助
成
金
は
１
頭
当
た
り
１

０
０
０
円
。
捕
獲
頭
数
の
少
な
い
要
因
で

ン
を
目
標
に
精
一
杯
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　

平
成
28
年
の
栗
農
家
の
た
め
の
補

助
金
支
出
額
は
。

　
　
　

平
成
28
年
の
栗
に
対
す
る
補
助
金

は
、
３
０
０
万
円
程
補
助
し
て
い
る
。

　
　
　

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
栗
の
肥
料

補
助
が
変
わ
る
と
聞
い
た
が
。

　
　
　

購
入
額
の
80
％
で
上
限
な
し
で
、

粒
状
熊
本
栗
有
機
特
号
、
有
機
栗
一
発
と

い
う
肥
料
の
二
種
類
を
選
定
。

　
　
　

山
江
栗
の
名
前
は
薄
れ
つ
つ
あ

る
。
物
産
館
を
中
心
に
集
荷
、
出
荷
を
し

山
江
村
独
自
の
選
別
機
械
、
ペ
ー
ス
ト
機

械
の
導
入
は
な
い
も
の
か
。

　
　
　

農
協
の
ク
マ
レ
イ
に
お
願
い
し
て

山
江
栗
を
持
ち
込
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り

ま
し
て
、
ク
マ
レ
イ
も
あ
る
意
味
で
は
委

託
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　

山
江
村
活
性
化
支
援
交
付
金
事

業
、
３
年
目
で
終
了
な
の
か
。

　
　
　

今
年
度
で
終
了
で
す
。
補
助
事
業

に
対
し
ま
し
て
、
地
方
創
生
交
付
金
事
業

の
新
し
い
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
　
　

外
国
人
就
職
農
業
へ
の
提
案
、
国

家
戦
略
特
区
を
国
に
提
案
し
、
山
江
村
も

名
乗
り
を
挙
げ
、
要
望
す
る
考
え
は
。

　
　
　

誰
が
受
け
入
れ
る
の
か
、
体
制
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
の
か
、
状
況
を
見
な

が
ら
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。
事
業
メ
ニ

ュ
ー
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

第
一
次
産
業
か
ら
第
六
次
産
業
ま

で
を
し
っ
か
り
と
足
を
踏
ま
え
、
生
産
、

加
工
、
販
売
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
通
に
な
る

よ
う
期
待
す
る
。

　
　
　

今
年
も
自
然
災
害
や
地
震
、
火
災

な
ど
、
全
国
的
に
多
発
し
て
い
る
。
猛
暑

で
35
℃
か
ら
40
℃
の
暑
い
日
が
続
い
た
。

各
公
民
館
に
空
調
設
備
、
ク
ー
ラ
ー
等
設

置
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

山
江
村
地
域
自
立
支
援
事
業
が
あ

る
が
、
平
成
29
年
度
の
予
算
総
額
は
、
60

万
円
。
一
地
区
20
万
円
が
限
度
で
あ
る
の

で
、
空
調
設
備
設
置
の
た
め
の
支
援
事
業

で
は
な
い
が
区
長
を
通
じ
て
相
談
願
い
た

い
。

あ
れ
ば
、
助
成
額
の
増
額
も
今
後
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
対
策
と
し
て
村
で
箱
わ

な
を
購
入
し
村
民
の
方
に
無
料
で
貸
し
出

す
と
か
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

サ
ル
は
丸
岡
で
も
見
か
け
る
。
栗

の
最
大
収
穫
地
で
あ
る
丸
岡
に
サ
ル
が
上

が
っ
て
来
た
ら
栗
も
危
機
的
な
状
況
に
な

る
、
危
機
感
を
持
っ
て
早
急
に
サ
ル
対
策

に
つ
い
て
も
対
応
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

　
　
　

最
近
は
生
産
者
の
減
少
や
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
か
ら
出
荷
生
産
額
も

年
々
減
少
し
、
約
１
８
５
戸
ま
で
減
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
３
０
０
ト
ン
の
出

荷
、
生
産
を
目
指
す
と
言
わ
れ
て
い
る

が
。

　
　
　

栗
農
家
と
数
は
、
年
々
減
少
し
て

い
る
。
簡
単
に
は
い
か
な
い
と
は
認
識
し

て
い
る
が
、
今
後
は
、
ま
ず
は
２
０
０
ト

早
急
に
鳥
獣
被
害
対
策
を

高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
は

や
ま
え
栗
の
増
産
を

　
　
　
　

ど
う
考
え
て
い
る
か

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

意
見

意
見

森田　俊介 議員

大勢の人でにぎわう「栗祭り」

3,034,069,804
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一般質問

　
　
　

平
成
29
年
度
実
施
予
定
の
耐
震
診

断
、
耐
震
改
修
補
助
金
の
要
綱
の
制
定

は
。

　
　
　

本
年
度
か
ら
戸
建
木
造
住
宅
耐
震

診
断
事
業
補
助
金
要
項
と
耐
震
改
修
事
業

補
助
金
要
項
を
制
定
し
た
。

　
　
　

本
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る

住
宅
・
建
築
物
耐
震
改
修
補
助
金
の
利
用

状
況
は
。

　
　
　

村
民
の
方
へ
の
周
知
が
行
き
届
い

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
現
在
利
用
が
な

い
。
今
後
、
広
報
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

利
用
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　

地
域
版
防
災
マ
ッ
プ
の
更
新
の
時

期
及
び
更
新
時
の
地
区
負
担
金
は
。

　
　
　

更
新
に
つ
い
て
は
、
役
場
で
行
い

補
助
金
を
活
用
し
地
元
負
担
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
　

避
難
行
動
要
支
援
者
の
対
象
人

数
・
名
簿
情
報
提
供
同
意
人
数
は
。

　
　
　

対
象
人
数
４
２
８
名
・
同
意
人
数

35
名
。

　
　
　

戸
別
訪
問
に
よ
る
同
意
取
得
は
行

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

戸
別
訪
問
は
行
っ
て
い
な
い
。
今

後
、
戸
別
の
訪
問
を
行
い
な
が
ら
、
制
度

の
理
解
と
同
意
取
得
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
　
　

災
害
対
策
基
本
条
例
は
策
定
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
　

制
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　

現
在
、
避
難
行
動
要
支
援
者
情
報

の
提
供
は
災
害
が
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ

る
場
合
以
外
は
本
人
の
同
意
が
必
要
で
あ

る
が
、
支
援
機
関
で
の
情
報
の
共
有
、
日

頃
か
ら
の
要
支
援
者
と
の
交
流
や
見
守
り

は
、
い
ざ
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
重
要

と
考
え
る
。
平
常
時
か
ら
名
簿
情
報
を
提

供
で
き
る
旨
を
災
害
対
策
基
本
条
例
で
定

め
た
場
合
、
本
人
の
同
意
が
な
く
て
も
情

報
提
供
で
き
る
が
、
基
本
条
例
制
定
の
考

え
は
。

　
　
　

現
在
、
災
害
対
策
本
部
等
の
設

置
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
危
機
管
理
規
定

基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
策
定
し
、
対
応
で

き
る
と
考
え
る
。
た
だ
、
当
然
そ
の
災
害

基
本
条
例
を
定
め
て
あ
る
自
治
体
も
あ
ろ

う
か
と
思
う
の
で
、
必
要
と
あ
れ
ば
先
進

的
事
例
を
研
究
し
、
議
会
へ
も
相
談
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　

耐
震
診
断
未
実
施
と
な
っ
て
い
る

「
時
代
の
駅
む
ら
や
く
ば
」
の
耐
震
化
状

況
は
。

　
　
　

平
成
17
年
に
改
修
工
事
を
行
っ
て

お
り
、
新
耐
震
基
準
に
適
合
し
て
い
る
。

促
進
計
画
が
間
違
っ
て
お
り
、
お
詫
び
を

し
修
正
す
る
。
今
後
、
多
く
の
方
々
に
安

心
・
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
施

設
管
理
に
努
め
て
い
く
。

　村民の皆様には、議会傍聴（議場）にぜひ
ご参加下さい。また、ケーブルテレビでのご
視聴のご意見等をお聞かせ下さい。定例会
の日程等の問い合わせは、議会事務局まで
お願いします。

TEL : 23－3401

議会を傍聴してみませんか。
お知らせ

次回の議会定例会は

　　　　 開催です。12月

耐
震
化
率
向
上
に
向
け
て

　
　
　
　

積
極
的
な
取
り
組
み
を

避
難
行
動
要
支
援
者
対
策

                       

を
積
極
的
に

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

赤坂　修 議員昭和12年建築の「時代の駅むらやくば」

地域の実情にあった防災マップづくり

3,297,617,873

3,602,420,829



　
だんだんなぁ

　平成２９年度公共工事等（９月までの事業）の現場７か所の完成・進捗状況の現地調査を
定例会会期中の９月８日に行った。また、今後改修が必要と思われる施設等の確認調査も併
せて行った。

山田小学校門扉取替工事 村営蕨野団地完成：５棟（西川内）

　
「
天
高
く
馬
こ
ゆ
る
秋
・
・
」
平
成

２
９
年
も
残
り
２
ヶ
月
あ
ま
り
、
自

然
環
境
の
な
か
で
、
台
風
や
長
雨
が

続
き
、
農
作
物
の
成
長
、
収
穫
が
遅

れ
、
栗
、
果
実
等
、
ま
た
稲
作
も
や
や

減
少
し
た
と
か
！
鳥
獣
被
害
も
多

く
、
新
た
な
対
策
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

天
気
の
状
況
で
、
延
期
や
中
止
に

な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
、大
変
な
影
響
が
あ
り
、関
係
者

の
皆
さ
ん
は
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う

と
、感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、２
年
10
ヶ
月
ぶ
り
の
突
然

の
衆
議
院
解
散
、ま
た
、新
し
い
党
、

党
の
分
裂
、合
併
な
ど
国
民
に
は
あ

ま
り
理
解
で
き
な
い
点
も
あ
り
ま

し
た
が
、結
果
的
に
は
自
民
党
圧
勝

と
い
う
選
挙
に
な
り
ま
し
た
。人
吉

球
磨
を
含
む
新
熊
本
４
区
初
め
て

の
選
挙
、
代
議
士
２
名（
比
例
区
含

め
）が
当
選
さ
れ
、衆
議
院
、参
議
院

で
人
吉
球
磨
出
身
者
が
３
名
と
な

り
ま
し
た
。人
口
減
少
の
中
、
驚
き

も
あ
り
ま
す
が
、県
南
地
域
の
発
展

の
た
め
、住
民
の
声
を
国
政
に
反
映

さ
れ
地
方
を
守
り
抜
く
た
め
に
も
、

国
会
議
員
の
方
々
と
意
見
を
通
し
、

私
達
議
員
も
村
政
策
に
頑
張
っ
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
の
中
で
「
一
票
の
格

差
是
正
」
地
方
議
員
を
減
ら
し
て

よ
い
の
か
？
疑
問
を
踏
ま
え
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

（
文
責　

森
田　

俊
介
）

【議会広報編集委員】    委員長／立道　  徹　　副委員長／森田　俊介　　委　員／西　  孝恒・赤坂　  修
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公共工事の進捗を調査！

国会議員へ山江村主軸事業を要望
及び先進地行政視察
　山江村議会は、８月２９日～３１日
までの３日間にかけて、平成３０年度
山江村主軸事業の要望活動と、和歌山
県北山村、九度山町の農林業振興、移住
定住、ふるさと納税等の行政視察を行
った。２９日には、県選出等の国会議員
（４名）会館を訪問し主軸事業の要望書
を手渡した。３０日、３１日は今後、村
の施策に生かすことを目的に筏下りと
特産物のじゃばら（柑橘系果樹）で有名
な北山村の特産品開発とふるさと納
税、富有柿と戦国武将「真田幸村」親子
が１４年もの隠棲生活を送った地とし
て有名な九度山町の観光振興や農林業
振興の行政視察を行った。

平成３０年度主軸事業要望書を松
村参議他へ提出

観光振興の概要説明を受ける（九度山町）

特産品じゃばら（柑橘）の現地視察（北山村）
観光の目玉の筏下り（北山村観光センター）
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